
AccessやExcelは導入しやすく、高

度な専門知識がなくても手軽に使える

ため、個人あるいは少人数で小規模な

データを管理するには便利なプロダク

トです。しかし、利用者数やデータ量

が増加すれば、必ず限界がきます。セ

キュリティや障害対策といった点でも、

AccessやExcelの機能は十分であると

は言えません。これらの問題に対応す

るためには、大規模システムに対応し

たデータベース製品を利用する必要が

あります。

本稿では、Accessで管理している

データをOracleデータベースに移行す

る方法と、ExcelとOracleデータベース

の連携について紹介します。

AccessからOracleデータベース
へのデータ移行

最初はAccessのデータをOracleデー

タベースに移行する方法です。

具体的な移行方法に入る前に、まず

はAccessとOracleデータベースの違い

を確認し、移行の必要性について考え

てみましょう。

AccessとOracleの違い

データ量

AccessとOracleデータベースは、ど

ちらもリレーショナルデータベースで

す。リレーショナルデータベースが備

えるべき、行／列を持った表形式での

データ管理、表と表の結合、ビュー、

制約などはどちらでも利用可能です。

しかし決定的に違うのは、扱うことの

できるデータ量（データサイズ）です。

Accessは、最新バージョンのAccess

2003であっても、ひとつのデータベー

スで管理できるデータ量は最大2GBで

す。Accessではひとつのデータベース

を単一のMDBファイルで管理します

が、そのMDBファイルの最大サイズが

2GBに制限されています。

一方、Oracleデータベースは、最新

の10gであれば、ひとつのデータベース

で8192PB（ペタバイト［注1］）までデー

タを格納できます。ここまで大量の

データを管理することはないでしょう

から、事実上データ量の制限はないと

言えます。

もちろん、Accessで2GBのデータが

管理できるなら十分だ、という声も聞

こえてきます。しかし、Accessでは

データの追加と削除を繰り返している

と、削除された領域が使用されたまま
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となり、実際のデータ量よりもファイ

ルサイズが大きくなってしまいます。

これを回避するためには、定期的に

データベースの最適化という作業が必

要ですが、最適化の間はデータベース

を利用することはできません。最適化

を怠ると、実質的に格納できるデータ量

は2GBを大幅に下回ることもあります。

また、Accessではデータ量の増加と

ともにパフォーマンスも大きく劣化し

ます。データ量の上限が2GBとは言う

ものの、快適に使用できるのはせいぜ

いデータ量が百数十MB程度までで、

数百MBにまでサイズが拡大すると、

とても快適とは言えないほどの遅延も

あり得ます。

さらに、AccessではMDBファイル

のサイズが数百MB程度に大きくなる

と、MDBファイルが破損することがあ

ります。MDBファイルが壊れた時のた

めに修復操作をメニューから行なえま

すが、実際に修復できることはあまり

ありません。修復できなかった場合、

それまでAccessで管理していたデータ

はすべて消失することになります。こ

の点からも、Accessで管理できる現実

的なデータサイズは、せいぜい百数十

MB程度と言えます。

障害対策

最も一般的な障害対策は、バック

アップをとることです。バックアップ

を取得しておけば、ディスク障害など

が発生しても、バックアップしておい

たファイルを使ってデータを復旧する

ことができます。当然ながら、これは

AccessでもOracleデータベースでも実

行可能です。

しかし、Accessではバックアップし

た時点までしかデータを復旧できませ

ん。たとえば、最後にバックアップを

してから4日後にディスク障害やMDB

ファイルの破損でデータベースが壊れ

た場合、復旧できるのは4日前のバッ

クアップ時点でのデータのみで、それ

以後追加／変更されたデータは失われ

てしまいます。

一方、Oracleデータベースは、デー

タベースの変更履歴をREDOログファ

イルというファイルに記録しています。

障害時には、バックアップしておいた

ファイルからデータを復旧後、その

REDOログファイル内の変更履歴を適

用していくことで、最新の状態にまで

データを復旧させることができます。

さらに、

・障害が発生してもデータベースの停

止時間を最小にできるように、すべ

てのファイルを多重化する機能（Auto

matic Storage Management）

・ひとつのデータベースを複数のサー

バーで稼働させる機能（Real Appli

cation Clusters）

・データベース全体のリアルタイムな

コピーを遠隔地に作成する機能（Data

Guard）

なども有しています。

その他

この他にも、行レベルロック、セ

キュリティの機能、パフォーマンス

チューニングのための機能など、機能

面では非常に大きな差があります。個

人利用を想定したAccessと、大量デー

タを大人数で使用することを想定した

Oracleデータベースでは差があるのは

当然のことです。

機能面／性能面で優れているとして

も、Oracleデータベースは難しい、敷

居が高いというイメージがあるかもし

れません。たしかに、数年前までは管

理者が行なうべき作業は多く、難しい

作業もありました。しかしその後、Ora

cleデータベース内で自動化できる部分

はすべて自動化され、管理者が行なう

べき作業もGUIで操作できるように

なってきています。

したがって、データ量の面でも、性

能面、機能面でも、Accessに限界を感

じたら、Oracleデータベースに移行す

べきです。そして、移行の検討自体は

限界に達する前に始めておく必要があ

ります。

移行方法

何をどこに移行するか

AccessのデータをOracleデータベー

スに移行するといっても、Accessには

テーブル、フォーム、クエリーなど、さ

まざまなオブジェクトがあります。こ

のうち実際にデータを格納しているの

はテーブルなので、データ移行では

テーブルの中身をOracleデータベース

に移すことになります。

具体的には、Accessで定義されてい

るテーブルと同じ定義のテーブルを

Oracleデータベース内に作成し、テー

ブル内のデータを移し替え、元のAccess

内のテーブルは削除します。

データを移した後、アプリケーショ

ンはどうするかというと、Accessの

フォームを使い続けることも可能です。

その場合は、外部のデータをAccessの

テーブルのように扱えるリンクテーブ
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